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（不定期発行） 

市内高校の図書委員が 

作ってくれた 

おすすめ本の POPを 

の窓に 

掲示しました！ 

 

 

 

 新聞記事データベースとは、今までに発行されてきた新聞の記事が閲覧できるサービスです。 

例えば自分の生まれた日（20××年〇月〇日）に何があったのか調べたい、教科書に出てきた事件や事故が当

時どのように報道されたのか知りたいなど調べることができます。 

新聞記事データベースの中でも今回は、『朝日新聞クロスサーチ』という朝日新聞を閲覧できるデータベース

を紹介します。  

このデータベースは所沢図書館全館で利用できます。朝日新聞本紙でしたら、１８７９年から本日朝刊まで

閲覧できます。ほかにも、戦前の外地版で１９３５年から１９４５年までの台湾、朝鮮、中国、旧満州の紙面

イメージや、１９８８年５月以降発行の「AERA」、「週刊朝日」はニュース面のみですが２０００年４月以降発

行のもの、１９２３年から１９５６年発行の「アサヒグラフ」の誌面イメージが閲覧できます。新聞記事や雑

誌以外にも歴史写真アーカイブや現代用語辞典「知恵蔵」、人物情報、２００１年４月以降の英文ニュースなど

もご利用いただけますのでぜひ活用してみてください。 

 

新聞記事データベースのご利用はカウンターで受け付けております。 

 利用者用端末の貸出をしてから図書館職員がご希望のデータベースにログインいたしますので、 

ぜひお気軽にお声がけしてくださいね。 

 <朝日新聞クロスサーチ：https://xsearch.asahi.com/help/jpn/help.html > 

 

 

新聞記事データベース「朝日新聞クロスサーチ」 

 



 

 ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に 

行っている 18歳未満の子どもや若者のことです。 

 勉強や部活動をする時間がなくなったり、こころやからだに不調がでたり、様々な問題を 

かかえています。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

〇調べものに役立つ本 

『ヤングケアラーってなんだろう』澁谷智子／著 筑摩書房 2022年 

『みんなに知ってほしいヤングケアラー』（全 4巻）濱島淑恵／監修 ポプラ社 2023年 

『ヤングケアラー』濱島淑惠／監修 文溪堂 2022年 

〇インターネットの情報 

こども家庭庁ホームページ 相談先の紹介があります 

 https://kodomoshien.cfa.go.jp/young-carer/ 

埼玉県ホームページ 「ヤングケアラーハンドブック」が掲載されています 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0609/chiikihoukatukea/youngcarer-handbook.html 

  所沢市ホームページ 「所沢市ヤングケアラー支援マニュアル」が掲載されています 

   https://www.city.tokorozawa.saitama.jp/kosodatekyouiku/kosodateoshirase/youngcarer.html 

〇ヤングケアラーを題材にしたよみもの 

『with you』濱野京子／[著] 講談社 2022年 

『あしたへの翼』中島信子／著  汐文社 2022年 

『アンナは、いつか蝶のように羽ばたく』ウェイ・チム／著 アストラハウス 2023年 

 

🌸新聞記事データベース「朝日新聞クロスサーチ」 

 図書館で利用できるデータベースを紹介します。 

🌸特集コーナー 

① ヤングケアラーについて知ろう ② ネットリテラシー 

🌸スタッフのおススメ本 

 狭山ケ丘分館スタッフが中高生時代に読んだ本を紹介します。 

 

特集①：ヤングケアラーについて知ろう 

  

ヤングケアラーって？ 

＜ヤングケアラー＞という言葉を聞いたことはありますか？ 

「もしかしたら自分はヤングケアラーかも」 

「友だちがヤングケアラーだから助けてあげられないかな」 

そんなふうに思っている人もいるかもしれません。 

この特集では、ヤングケアラーについて考えるヒントとなる本や情報を紹介します。 

 

 

 

 

 

                



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

1900 年代から一般的に利用されるようになった「インターネット」。急速

な発展を遂げ、私たちの生活をより豊かにしてくれているインターネットで

すが、そこには多くのリスクが潜んでいます。ここではティーンズの皆さん

に、ぜひ知っておいていただきたい、インターネットに潜む危険を、いくつ

か紹介します。 

 

 

 

 

 

 

                

特集②：ネットリテラシー 

 

フェイクニュースとは、「ウソ」「デマ」な

ど間違った情報のこと。「科学的にありえ

るのか」「無関係の画像が添えられてない

か」など考えると、見分ける事ができるか

もしれません。 

フェイクニュースに気を付けて！ 
 

何気なく SNSに投稿した写真（風景写真含

む）などから、個人情報が不特定多数の人

に知られてしまうことがあります。すぐに

投稿するのではなく、内容を冷静にチェッ

クするようにしましょう。 

個人情報を守ろう！ 

  

SNSやネット上の掲示板に悪口を一言。書

いた人はほんの軽い気持ちでも、受ける方

は、どんな気持ちになるでしょうか。文章

だけのやり取りは、気軽に出来てとても便

利ですが、何気ない一言で相手に誤解を与

えてしまう事があります。SNSであろうと、

匿名の掲示板であろうと、書き込みの際に

は相手を思いやる気持ちが大切だと思い

ます。 

顔が見えないからこそ・・・ 
  

よく知らない動画サイトの再生ボタンを

押したら「登録料〇〇万円お支払いくださ

い」とか「支払わないと訴訟を起こす」な

ど。こんな画面が表示されたり、メールが

きたりしたらビックリしますよね。困った

時に相談できる専門の機関があります。ま

ずは慌てず、周りの大人に相談して、冷静

に対応しましょう。 

慌てなくても大丈夫 

〇参考文献 

『13歳からの「ネットのルール」』小木曽健/監修 メイツユニバーサルコンテンツ 2020年 

『10代からの情報キャッチボール入門』 下村健一/著 岩波書店 2015年 

『ネットの約束』 日経 BPコンサルティング情報セキュリティ研究会/著  

日経 BPコンサルティング 2021年 

『フェイクニュースがあふれる世界に生きる君たちへ』  

森達也/著 ミツイパブリッシング 2019年 

 

 

〇よい子の電話教育相談(子供用) 

TEL：#7300又は 0120-86-3192（フリ-ダイヤル） 

Fax：0120-81-3192 

Eメール：soudan@spec.ed.jp 

 

 



   

★編集後記★ 

たくさんのご利用を 

お待ちしています♪ 

スタッフのおススメ本 
～狭山ケ丘分館スタッフが中高生時代に読んだ本を紹介します～ 

発行：所沢図書館狭山ケ丘分館 若狭 4-2478-4 TEL 04(2949)1193 

 

『世界の終りとハードボ

イルド・ワンダーランド』 

著者名 村上 春樹 

出版者 新潮社 
 高い壁で囲まれた街で一角獣の頭骨か

ら夢を読んで暮らす［僕］の世界と、思考

回路の秘密をめぐり計算士の［私］が冒

険するもう一つの世界。二つの世界がど

うつながっていくのかが読みどころ。 

高校生のころ、村上ワールドにどっぷり 

ハマるきっかけとなった１冊です。 

『源氏物語』 

著者名 紫式部 

出版者 新潮社 
 授業で仕方なく学んでいた古文。書か
れている意味が分からないので、クラスの

みんなで様々な古典文学の口語訳の参

考書や小説などを読んでいたら、いつの

間にか『源氏物語』が大流行しました。源

氏物語の登場人物になるなら誰がいい

か・・・など、休み時間にかなり盛り上がっ

たのは、いい思い出です。 

スイッチを押すとき 

著者名 山田 悠介 

出版者 河出書房新社 

 2001 年、増加する若年層の自殺を防ぐために、

青少年自殺抑制プロジェクトが発足。そのプロジェ

クトは、心臓が停止するスイッチを子どもに持たせ

て、高ストレス環境に置き自殺の心理データを取得

するものです。プロジェクトの監視員である洋平と、

７年間生き続けている子どもたちの力強い「生」と

「絶望」に心を強く揺さぶられるような作品です。 

 

三姉妹探偵団 

著者名 赤川 次郎 

出版者 講談社 

 綾子、夕里子、珠美の三姉妹は突如
おそった放火によって家を失ってしまい

ます。しかも焼け跡からは女性の遺体が

発見され、父親が容疑者になってしまい

ます。父親の無実を証明するために、三

姉妹は探偵業を始めます。 

世界観に引き込まれて、どんどん読み

進められる作品です。 

1Q８４ (BOOK1-3) 

著者名 村上 春樹 

出版者 新潮社 

夜空に不思議な月が浮かび、「リトルピープ

ル」が棲む不確かな世界に入り込んでしまった

主人公 2人の壮大な恋愛物語です。 

中学生の頃に読み、高校に上がり、 3巻目が

出た時にとても興奮した思い出があります。 

登場人物がそれぞれ個性的で、魅力があり、 

ロマンチックで何度も読み返したくなる本です。 


